
中
世
イ
タ
リ
ア
の
コ
ム
ー
ネ
と
司
法
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紛
争
解
決
と
公
的
秩
序

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
二
、
一
三
世
紀
の
北
中
部
イ
タ
リ
ア
の
諸
都
市
で
は
、
コ
ム
ー
ネ
の
司

法
が
紛
争
解
決
と
秩
序
維
持
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
。
＝
～
世

紀
初
頭
の
権
力
空
白
の
時
期
に
、
都
市
の
自
治
組
織
で
あ
る
コ
ム
ー
ネ
は
そ

の
指
導
層
で
あ
る
コ
ン
ス
ル
を
裁
判
官
と
す
る
法
廷
を
設
置
す
る
。
ル
ッ
カ

で
は
伯
の
法
廷
巳
鋤
。
搾
ロ
ヨ
に
代
わ
っ
て
、
一
～
三
⊥
ハ
年
か
ら
コ
ン
ス
ル
の

法
廷
が
史
料
上
に
現
れ
、
そ
の
後
、
＝
｝
世
紀
を
通
し
て
制
度
化
さ
れ
、
慣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

常
的
な
機
関
と
な
っ
て
い
く
。
一
三
世
紀
に
は
、
他
都
市
か
ら
招
か
れ
る
遍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

歴
の
裁
判
長
で
あ
る
ポ
デ
ス
タ
に
よ
っ
て
裁
判
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
三
世
紀
半
ば
の
べ
ル
ー
ジ
ャ
で
は
、
年
間
で
都
市
の
人
口
の
四
分
の
一
に

あ
た
る
五
九
〇
〇
人
が
ポ
デ
ス
タ
の
法
廷
に
足
を
運
ん
で
お
り
、
こ
の
頃
に

は
、
コ
ム
ー
ネ
の
法
廷
が
都
市
の
紛
争
解
決
に
お
い
て
主
要
な
場
と
な
っ
て

中

谷

惣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
三
世
紀
半
ば
以
降
、
コ
ム
ー
ネ
の
司
法
は
新

た
な
展
開
を
見
せ
る
。
コ
ム
ー
ネ
は
公
的
秩
序
や
刑
法
の
概
念
を
導
入
し
、

そ
の
活
動
領
域
を
拡
大
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
伴
っ
て
、
コ

ム
ー
ネ
は
職
権
に
よ
っ
て
①
×
o
匪
9
0
、
積
極
的
に
都
市
の
秩
序
維
持
に
乗

り
出
す
よ
う
に
な
る
。

　
中
世
の
司
法
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
金
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
に
多
く
の
研
究

が
行
わ
れ
て
き
た
。
従
来
の
法
制
史
研
究
で
は
、
法
学
書
や
都
市
条
例
な
ど

の
規
範
史
料
の
分
析
を
基
に
、
司
法
機
関
や
法
学
理
論
、
訴
訟
手
続
き
の
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

式
的
な
発
展
の
み
が
描
か
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
近
代
国
家
の
起
源
を
中
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
司
法
に
見
よ
う
と
す
る
遡
及
的
な
視
点
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
司
法
の
あ
り
方
が
国
家
の
進
歩
的
な
局
面
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
前

提
の
下
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
反
豪
族
立
法
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
に
お
け

る
神
の
平
和
運
動
や
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
に
見
ら
れ
る
、
公
的
秩
序
へ
の
犯
罪
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と
い
う
刑
法
の
概
念
の
出
現
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
中
に
そ
れ
以
前
の
フ
ェ
ー

デ
な
ど
の
私
的
な
実
践
に
基
づ
く
秩
序
と
は
異
な
る
、
近
代
国
家
に
繋
が
る

公
的
な
権
力
秩
序
が
見
出
さ
れ
て
き
た
。

　
他
方
、
紛
争
と
紛
争
解
決
を
研
究
対
象
と
す
る
近
年
の
研
究
者
は
、
隣
接

社
会
科
学
、
特
に
法
人
類
学
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
紛
争
当
事
者
の
視
点
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ら
中
世
の
司
法
を
考
察
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
ポ
ス
ト
カ
ロ
リ
ン
グ
期
の
フ

ラ
ン
ス
な
ど
、
中
央
集
権
的
な
国
家
が
存
在
し
な
い
社
会
に
お
い
て
、
社
会

的
紐
帯
を
前
提
と
し
た
交
渉
や
仲
裁
な
ど
の
当
事
者
間
で
の
相
互
行
為
が
、

社
会
の
秩
序
を
維
持
す
る
際
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
司
法
を
こ
の
前
国
家
的
な
秩
序
維
持
シ
ス

テ
ム
の
一
部
と
し
て
位
置
付
け
る
。
こ
う
し
た
研
究
で
は
、
紛
争
当
事
者
は

一
連
の
紛
争
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
法
廷
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
の
か
、
と

い
う
視
点
で
中
世
の
司
法
は
考
察
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
司
法
は

当
事
者
の
紛
争
戦
略
の
一
手
段
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
中
世
イ
タ
リ
ア
の
司
法
を
、
以
上
の
よ
う
な
近
代
国
家
形
成

の
指
標
や
当
事
者
の
紛
争
プ
ロ
セ
ス
の
一
過
程
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
実

践
の
中
に
あ
る
既
存
の
権
力
秩
序
を
再
編
さ
せ
、
新
た
な
秩
序
を
作
り
上
げ

て
い
く
要
素
に
注
目
し
て
考
察
を
行
う
。
＝
世
紀
末
か
ら
＝
～
世
紀
に
か

け
て
、
都
市
住
民
が
都
市
の
支
配
権
を
、
司
教
や
伯
、
辺
境
伯
か
ら
奪
い
取

る
現
象
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
確
か
に
封
建
的
な
権
力
か
ら
の
解
放
と
平

和
的
な
地
域
自
治
を
求
め
た
全
住
民
に
よ
る
運
動
で
あ
っ
た
が
、
近
年
、
ウ

ィ
ッ
カ
ム
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
同
時
に
、
都
市
の
有
力
者

が
コ
ム
ー
ネ
を
利
用
し
て
自
ら
の
影
響
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
側
面
が
存
在

　
　
　
⑦

し
て
い
た
。
コ
ム
ー
ネ
と
は
、
全
住
民
の
代
表
を
標
榜
す
る
、
支
配
者
層
の

集
合
体
で
あ
っ
た
。
…
二
世
紀
末
か
ら
；
一
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
は
、

コ
ン
ス
ル
制
か
ら
ポ
デ
ス
一
号
へ
の
政
体
の
変
化
、
支
配
者
層
の
変
容
、
分

化
こ
そ
あ
れ
、
基
本
的
に
は
、
そ
の
時
々
の
有
力
者
の
集
合
体
で
あ
る
コ

ム
ー
ネ
が
、
都
市
金
華
に
影
響
力
を
行
使
し
、
都
市
共
同
体
を
実
質
的
に
統

治
す
る
存
在
と
し
て
確
立
し
よ
う
と
す
る
状
況
の
中
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、

こ
う
し
た
コ
ム
ー
ネ
の
正
当
化
と
い
う
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
、
司

法
の
あ
り
方
と
そ
の
意
義
を
検
討
す
る
。

　
近
年
の
イ
タ
リ
ア
法
制
史
に
お
い
て
も
、
司
法
制
度
や
法
学
理
論
な
ど
理

念
的
な
領
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
従
来
の
研
究
の
枠
を
超
え
、
司
法
が
実
際

の
社
会
的
、
政
治
的
状
況
下
で
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
⑧

動
き
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
＝
二
世
紀
後
半
に
お
い
て
、
コ
ム
！
ネ
が

自
ら
の
権
力
の
正
当
性
を
高
め
る
た
め
に
、
刑
法
を
伴
っ
た
都
市
条
例
の
制

定
や
そ
れ
に
基
づ
く
司
法
の
行
使
な
ど
の
司
法
的
手
段
を
殊
に
利
用
し
て
い

た
こ
と
、
そ
し
て
そ
う
し
た
活
動
を
同
時
代
の
法
学
者
が
支
え
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
注
屠
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
近
年
の
研
究
者
は
法
人
類
学
の
成
果

を
受
け
、
共
同
体
的
な
紐
帯
に
基
づ
く
秩
序
維
持
の
有
効
性
を
認
識
し
て
い
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る
も
の
の
、
ス
ブ
リ
ッ
コ
リ
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
司
法
讐
臣
甑
N
貯

器
σ
α
o
塩
浜
鋤
か
ら
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
司
法
α
q
ぼ
。
。
欝
す
Φ
σ
q
①
ヨ
。
巳
p
へ
、
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

問
題
設
定
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
的
紐
帯
に
基
づ
く
下
か
ら
の

司
法
と
公
権
力
に
よ
る
上
か
ら
の
司
法
と
を
紺
極
的
な
も
の
と
し
て
位
置
付

け
、
ど
の
よ
う
に
前
者
か
ら
後
者
へ
と
移
行
し
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点
で

考
察
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
言
う
司
法
を
通
し
た
コ
ム
ー
ネ
の

政
治
的
正
当
化
と
は
、
上
か
ら
の
社
会
統
制
に
よ
っ
て
の
み
も
た
ら
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
コ
ム
ー
ネ
が
社
会
か
ら
分
離
し
た
国
家
的
な
権
力
体

へ
と
発
展
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
刑
法
の
原
理
に
基
づ
く
上
か
ら
の
司
法
で
は
な
く
、

コ
ム
ー
ネ
と
当
事
者
、
コ
ム
ー
ネ
と
社
会
と
の
相
互
的
な
関
係
の
中
で
作
り

出
さ
れ
る
司
法
の
あ
り
方
と
そ
の
政
治
的
意
義
に
注
目
す
る
。
つ
ま
り
、
～

三
世
紀
の
司
法
の
中
に
、
当
事
者
の
実
践
の
論
理
ま
た
は
権
威
者
の
統
制
の

論
理
を
見
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
の
実
際
の
司
法
に
見
ら
れ

る
両
者
の
相
互
作
用
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
。
第
一
章
で
は
、
当
事
者

間
の
対
決
と
交
渉
の
場
と
さ
れ
て
き
た
司
法
の
側
弼
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で

は
下
か
ら
の
論
理
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
司
法
の
側
薗
だ
け
で
は
な
く
、
コ

ム
ー
ネ
の
法
廷
で
紛
争
と
紛
争
解
決
を
実
践
す
る
こ
と
の
申
に
あ
る
コ
ム
ー

ネ
の
正
当
化
の
要
素
に
も
注
目
し
て
考
察
す
る
。
第
二
章
で
は
、
公
的
秩
序

の
概
念
と
と
も
に
行
わ
れ
た
＝
二
世
紀
後
半
の
司
法
を
取
り
扱
う
。
こ
こ
で

は
こ
の
時
期
の
刑
法
の
概
念
の
導
入
に
上
か
ら
の
司
法
へ
の
転
換
や
、
近
代

国
家
の
兆
候
と
原
動
力
を
見
る
の
で
は
な
く
、
同
時
代
的
な
視
点
か
ら
、
こ

の
新
た
な
概
念
の
使
わ
れ
方
に
注
目
し
、
コ
ム
ー
ネ
が
行
使
し
て
い
た
司
法

の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
な
お
、
以
下
で
は
、
ブ
イ
レ
ン
ツ
ェ
な
ど
の
ト
ス
カ
ー
ナ
諸
都
市
と
ペ

ル
ー
ジ
ャ
を
対
象
に
考
察
を
進
め
る
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
実
際
の
司
法
の

あ
り
方
を
見
る
上
で
不
可
欠
な
裁
判
記
録
が
早
期
よ
り
残
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
確
か
に
、
本
稿

で
考
察
す
る
都
市
間
、
ま
た
は
他
地
域
や
他
都
市
と
の
問
で
、
皇
帝
や
教
皇

の
影
響
力
、
ポ
ポ
ロ
と
豪
族
と
の
対
立
の
状
況
な
ど
、
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス

ト
に
お
い
て
若
干
の
差
異
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
＝
二
世
紀
の
北
中
部
イ

タ
リ
ア
都
市
で
は
、
司
法
の
実
践
の
あ
り
方
や
司
法
文
化
は
、
遍
歴
の
裁
判

官
で
あ
る
ポ
デ
ス
タ
の
巡
回
を
通
し
て
共
有
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
以
下
で
の
議
論
は
広
く
他
の
都
市
に
関
し
て
も
興
味
深
い
視
点

を
提
供
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

①
ヨ
。
犀
冨
戸
ρ
9
§
身
§
蹴
G
。
ミ
ミ
§
穿
免
ミ
識
6
§
ミ
電
穿
§
§

　
○
×
｛
o
H
9
8
0
ω
甲
署
甘
卜
σ
卜
σ
心
Q
。
．

②
近
年
の
ポ
デ
ス
タ
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
N
慧
§
鷺
二
七
蒙
§
ら
§
胴
§
亀
壁

　
沁
ミ
費
ミ
ミ
§
ミ
馬
ミ
，
8
隷
に
§
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禽
勘
§
鼠
ミ
“
誉
、
ミ
§
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総
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ミ
ミ
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餌
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臼
P
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ρ
置
こ
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．
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鋒
臨
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批
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｛
o
お
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8
、
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ヨ
9
ド
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譜
ミ
讐
8
§
o
℃
・
ミ
ミ
§
下
墨
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旨
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ミ
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第
［
箪
　
紛
争
解
決
の
場
と
し
て
の
コ
ム
ー
ネ
の
司
法

　
そ
れ
で
は
、
ま
ず
コ
ム
ー
ネ
の
法
廷
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た

の
か
、
紛
争
と
紛
争
解
決
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
場
で
あ
っ
た
の
か
を
見
て

み
よ
う
。
～
二
世
紀
宋
の
ル
ッ
カ
に
お
け
る
コ
ン
ス
ル
の
法
廷
の
裁
判
記
録

で
は
、
起
訴
の
後
に
行
わ
れ
る
当
事
者
間
の
論
争
と
そ
れ
を
補
強
す
る
証
拠

に
関
し
て
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ル
ッ
カ
の
裁
判
記
録
を
分
析
し
た

ウ
ィ
ッ
カ
ム
の
研
究
か
ら
、
一
二
世
紀
末
の
コ
ム
ー
ネ
の
法
廷
で
何
が
ど
の

よ
う
に
主
張
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
証
拠
が
、
裁
判
に
お
い
て
有
効
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

考
え
ら
れ
て
い
た
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
廷
で
行
わ
れ
る
議
論
や
証

言
は
、
法
律
に
基
づ
く
規
範
的
な
も
の
で
は
な
く
、
意
味
を
含
ん
だ
事
実
関

係
の
羅
列
で
あ
っ
た
。
～
二
〇
〇
年
に
カ
ザ
ー
レ
修
道
院
と
カ
ン
テ
ィ
ニ

ャ
ー
ノ
修
道
院
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
土
地
の
所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た

法
廷
で
の
論
争
で
は
、
木
を
切
る
こ
と
、
栗
を
植
え
る
こ
と
、
栗
を
拾
う
こ

と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
活
動
を
秘
密
裏
で
は
な
く
公
に
行
う
こ
と
、
反
対
さ

れ
ず
に
行
う
こ
と
が
、
土
地
の
権
利
の
所
有
を
示
す
も
の
と
し
て
主
張
さ
れ

て
い
る
。
当
事
者
や
証
人
は
法
廷
に
お
い
て
、
法
的
な
証
拠
で
は
な
く
、
こ

う
し
た
日
常
的
な
権
利
意
識
と
結
び
つ
い
た
、
意
味
を
含
ん
だ
実
践
が
、
裁

判
官
に
よ
っ
て
権
利
の
主
張
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
て
議
論
し

て
い
た
。
さ
ら
に
裁
判
で
は
、
公
に
行
わ
れ
る
印
象
的
な
実
践
が
結
果
的
に

作
り
出
す
こ
と
と
な
る
、
公
の
う
わ
さ
陰
げ
一
一
8
砂
ヨ
p
が
、
証
善
面
の
根
拠

と
し
て
目
撃
証
醤
と
と
も
に
信
頼
性
の
高
い
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

　
②

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
廷
は
法
的
な
証
拠
よ
り
も
日
常
的
な
実
践
に
基
づ

く
証
拠
が
重
視
さ
れ
、
当
事
者
の
実
際
の
感
覚
に
近
い
形
で
議
論
が
行
わ
れ

る
場
で
あ
っ
た
。

　
一
三
世
紀
か
ら
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
逓
歴
の
裁
判
官
で
あ
る

ポ
デ
ス
タ
が
裁
判
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
ポ
デ
ス
タ
の
法
廷
の
裁
判
記
録
は

各
都
市
で
残
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
ヴ
ァ
レ
ラ
ー
二
が
研
究
し
た
、
ペ

ル
ー
ジ
ャ
の
ポ
デ
ス
タ
、
ロ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ノ
の
～
二
五
八
年
の
裁
判
記
録
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

＝
二
世
紀
で
唯
一
、
完
全
な
形
で
現
存
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

訴
訟
手
続
き
の
形
態
や
判
決
の
特
徴
な
ど
、
｝
三
世
紀
の
コ
ム
ー
ネ
の
法
廷

の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
記
録
は
大
き
く
分
け
て
弾
劾

主
義
の
訴
訟
一
一
窟
O
o
霧
い
。
鋤
o
o
器
象
。
鑓
○
と
糾
問
主
義
の
訴
訟
篇
窟
0
8
し
。
ω
○ 110 （448）
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一
づ
ρ
巳
ω
一
8
比
○
と
い
う
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
弾
劾
主
義
の
訴
訟
は
、
原

告
の
告
訴
か
ら
始
ま
り
、
被
告
の
召
還
、
当
事
者
間
の
論
争
、
裁
判
官
を
通

し
て
の
当
事
者
間
の
論
争
、
証
人
の
証
醤
と
進
み
、
そ
の
後
、
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
裁
判
官
の
役
割
は
、
被
告
の
召
還
や
、
保
証
人
の
要

求
、
宣
誓
の
義
務
付
け
な
ど
、
情
報
の
交
換
と
そ
の
信
頼
性
を
確
か
に
す
る

こ
と
に
限
ら
れ
、
訴
訟
全
体
は
当
事
者
間
で
の
論
争
を
中
心
に
形
作
ら
れ
て

い
る
。
他
方
、
殺
人
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
を
対
象
と
す
る
糾
問
主
義
の
訴
訟
で

は
、
職
権
に
よ
る
活
動
を
求
め
た
原
告
の
告
発
に
始
ま
り
、
被
告
と
証
人
へ

の
尋
問
が
行
な
わ
れ
、
判
決
が
下
る
。
こ
こ
で
は
、
当
事
者
間
の
論
争
が
な

く
、
裁
判
官
に
よ
る
尋
問
が
訴
訟
の
中
心
と
な
る
な
ど
、
当
事
者
よ
り
も
裁

判
官
、
つ
ま
り
コ
ム
ー
ネ
の
側
が
積
極
的
に
活
動
す
る
と
い
う
司
法
の
側
面

が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
二
つ
の
タ
イ
プ
の
訴
訟
の
件
数
を
比
較
す
る
と
、

こ
の
時
期
の
コ
ム
ー
ネ
の
司
法
の
特
徴
が
鮮
明
に
な
る
。
　
＝
一
五
八
年
の
一

年
問
に
、
弾
劾
主
義
の
訴
訟
が
五
六
〇
件
あ
っ
た
の
に
対
し
、
糾
問
主
義
は

わ
ず
か
七
六
件
の
み
で
あ
っ
た
。
ポ
デ
ス
タ
の
法
廷
は
裁
判
官
に
よ
る
審
判

の
場
と
い
う
よ
り
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
規
則
化
さ
れ
た
、
当
事
者
間
の
対
決

の
場
、
交
渉
の
場
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴

は
、
判
決
内
容
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
弾
劾
主
義
の
訴
訟
、
五
六
〇
件

の
う
ち
五
一
八
件
（
九
二
・
五
％
）
が
無
罪
判
決
で
あ
り
、
有
罪
判
決
は
わ

ず
か
四
二
件
で
あ
る
。
無
罪
判
決
の
う
ち
六
三
件
が
当
事
者
間
の
和
解
に
よ

る
打
ち
切
り
を
、
四
五
五
件
が
証
拠
不
十
分
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
四
二
件
の
有
罪
判
決
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
方
の
出
廷
拒
否
を
理
由

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
糾
問
主
義
の
訴
訟
に
お
い
て
も
、
七
六
件
の
う
ち
五

〇
件
（
六
六
％
）
が
無
罪
判
決
で
（
二
二
件
が
当
事
者
間
の
和
解
、
二
八
件

が
証
拠
不
十
分
に
よ
る
）
、
二
六
件
の
有
罪
判
決
の
う
ち
一
二
件
の
み
が
法

的
な
証
拠
を
根
拠
と
し
た
有
罪
で
あ
る
。
こ
う
し
た
有
罪
判
決
の
少
な
さ
、

特
に
証
拠
確
定
能
力
の
低
さ
は
、
一
三
世
紀
の
ポ
デ
ス
タ
の
法
廷
が
、
法
的

に
人
々
を
裁
く
場
と
い
う
よ
り
、
仲
裁
を
行
う
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に

示
し
て
い
る
。
特
に
弾
劾
主
義
だ
け
で
な
く
、
糾
問
主
義
の
訴
訟
に
お
い
て

も
、
当
事
者
間
の
和
解
に
よ
っ
て
訴
訟
そ
れ
自
体
が
打
ち
切
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
裁
判
宮
が
、
問
題
の
真
相
を
解
明
し
、
そ
れ
を
法
律
に
照
ら
し
て
判

決
を
下
す
こ
と
よ
り
も
、
当
事
者
間
の
合
意
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
を
表

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
一
二
世
紀
末
か
ら
一
三
世
紀
の
コ
ム
ー
ネ
の
法
廷
で
は
、
当

事
考
が
中
心
と
な
っ
て
、
彼
ら
の
意
識
に
近
い
形
で
裁
判
が
行
わ
れ
、
そ
の

判
決
も
、
当
事
者
の
立
場
に
配
慮
し
た
仲
裁
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
中
世
の
法
廷
は
、
近
代
的
な
法
秩
序
を
公
準
と
す
る
法
制
史
的
な
視
点
で

は
、
訴
追
制
度
の
脆
弱
さ
や
判
決
の
決
定
力
の
不
足
か
ら
、
近
代
的
な
司
法

制
度
へ
の
発
展
途
上
の
状
態
、
未
熟
な
状
態
と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
法
人
類
学
の
影
響
を
受
け
た
近
年
の
研
究
者
は
、
地
域
社
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会
の
社
会
的
紐
帯
に
基
づ
く
自
力
救
済
的
な
紛
争
解
決
の
実
践
の
有
効
性
を

認
識
し
、
紛
争
当
事
者
の
視
点
か
ら
、
コ
ム
ー
ネ
の
法
廷
の
役
割
を
考
察
す

④る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
紛
争
当
事
者
は
紛
争
に
際
し
て
、
裁
判

以
外
に
当
事
者
間
で
の
交
渉
や
仲
裁
な
ど
多
様
な
手
段
に
頼
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
裁
判
外
の
紛
争
解
決
と
裁
判
と
は
、
相
互
に
移
行
し
う

る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
事
者
間
の
和
解
に
よ
る
裁
判
の
打
ち
切
り
は
、
裁
判

上
に
当
事
者
間
で
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
代
替
的
な
紛
争
解
決
の
手
段
が
存
在
す
る
中
で
、
紛
争
当
事
者
は
法
廷
を

紛
争
戦
略
の
一
部
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。
ペ
ル
ー
ジ
ャ
の
裁
判
記
録
で
見

ら
れ
る
農
業
に
関
す
る
訴
訟
で
は
、
土
地
の
不
法
占
有
や
収
穫
物
の
窃
盗
な

ど
告
訴
時
の
内
容
は
、
当
事
者
間
の
論
争
の
段
階
に
移
る
と
、
ほ
と
ん
ど
取

り
上
げ
ら
れ
ず
、
論
争
は
土
地
財
産
の
所
有
権
や
、
地
主
と
借
地
人
と
の
労

働
契
約
な
ど
の
彼
ら
に
と
っ
て
の
本
質
的
な
争
点
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
て
い

⑤る
。
こ
こ
で
は
、
法
廷
は
隠
さ
れ
て
い
た
問
題
を
表
面
化
さ
せ
、
相
手
を
交

渉
の
場
に
引
き
畠
す
た
め
、
ま
た
は
力
に
よ
る
対
決
を
回
避
す
る
た
め
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
紛
争
当
事
者
は
裁
判
富
の
判
決
に
よ
っ
て
相
手
を
罰
す
る

た
め
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
紛
争
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
と
し
て
、
対
決
や
交

渉
を
自
ら
の
有
利
な
よ
う
に
行
う
た
め
に
法
廷
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
当
事
者
の
紛
争
プ
ロ
セ
ス
に
注
目
し
た
近
年
の
研
究
で
は
、

コ
ム
ー
ネ
の
法
廷
は
当
時
の
社
会
に
お
い
て
機
能
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
理

解
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
法
廷
の
対
決
と
仲
裁
の
場
と
い
う
語
格
は
、
裁
判

外
で
の
紛
争
解
決
が
有
効
で
あ
っ
た
当
時
の
社
会
の
中
で
、
戦
略
的
に
の
み

法
廷
を
用
い
よ
う
と
す
る
紛
争
当
事
者
に
と
っ
て
妊
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

当
事
者
主
導
で
訴
訟
が
展
開
し
、
日
常
的
な
実
践
が
証
拠
と
し
て
重
視
さ
れ
、

当
事
者
の
利
害
関
係
に
配
慮
し
た
仲
裁
的
な
決
定
が
提
供
さ
れ
る
コ
ム
ー
ネ

の
法
廷
は
、
紛
争
当
事
者
が
通
常
の
紛
争
と
同
じ
論
理
の
下
で
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
使
い
や
す
い
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ロ
セ
ス
主
義
の
研
究
と
同
様
に
、
近
代
国
家
を
基
準
と

す
る
従
来
の
研
究
へ
の
批
判
か
ら
生
ま
れ
た
、
こ
う
し
た
研
究
で
は
、
紛
争

を
内
的
に
動
か
し
て
い
た
当
事
者
間
で
の
相
互
行
為
に
注
目
す
る
あ
ま
り
、

法
廷
は
単
に
当
事
者
の
紛
争
プ
ロ
セ
ス
の
一
つ
の
場
と
し
て
以
外
に
意
味
を

持
た
な
い
も
の
と
な
る
。
つ
ま
り
、
当
事
者
主
義
的
で
仲
裁
的
な
特
徴
を
有

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ム
ー
ネ
の
法
廷
が
有
し
て
い
た
も
う
～
つ

の
機
能
、
す
な
わ
ち
、
紛
争
を
制
度
の
中
に
枠
付
け
る
こ
と
で
果
た
さ
れ
る

コ
ム
ー
ネ
の
正
当
化
の
機
能
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
、
以
下
で
は
紛
争
解
決
の
実
践
の
局
面
に
お
け
る
コ
ム
ー
ネ
と
当
事
者

と
の
関
係
性
に
注
剥
し
、
飛
法
に
よ
る
上
か
ら
の
司
法
と
は
異
な
る
形
で
行

わ
れ
る
、
コ
ム
ー
ネ
に
よ
る
司
法
を
通
し
た
新
た
な
秩
序
形
成
の
活
動
を
考

察
し
た
い
。

　
ま
ず
、
裁
判
外
で
の
事
例
か
ら
、
コ
ム
ー
ネ
が
紛
争
解
決
に
お
い
て
利
用
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さ
れ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
関
し
て
、
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ

ャ
ー
ノ
の
公
証
人
文
書
を
史
料
に
、
当
事
者
だ
け
で
行
わ
れ
た
平
和
契
約
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

コ
ム
ー
ネ
を
介
し
た
平
和
契
約
と
を
比
較
し
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＝
～
五
七
年
の
四
月
か
ら
｝
　
月
の
間
に
起
草
さ
れ
た
六
つ
の
文
書
に
お
い

て
、
都
市
の
有
力
家
系
の
サ
ル
ヴ
ィ
家
の
グ
ル
ー
プ
と
マ
ン
ジ
ェ
リ
ウ
ス
家
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ト
ゥ
ッ
リ
家
の
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
包
括
的
な
和
平
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

紛
争
と
仲
裁
の
後
、
当
事
者
間
だ
け
で
行
わ
れ
た
平
和
で
は
、
契
約
を
強
化

す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
方
法
が
と
ら
れ
る
。
契
約
で
は
、
平
和
的
な
関

係
を
強
化
す
る
た
め
に
家
族
間
で
の
広
範
な
婚
姻
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
契
約
で
の
決
ま
り
事
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
違
反
者
か
ら
、

違
反
さ
れ
た
者
に
罰
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
相
互
に
約
束
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
人
以
上
の
保
証
人
が
、
自
ら
の
財
産
を
担
保
に
入
れ

て
、
連
帯
し
て
保
証
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
平
和
は
紛
争
当
事
者
の
家
の
前

で
、
公
に
執
り
行
わ
れ
た
。
平
和
契
約
に
含
ま
れ
る
こ
う
し
た
一
連
の
保
証

の
活
動
は
、
平
和
的
な
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
紛
争
当
事
者
を
取
り
巻
く
社
会
関
係
を
再
編
し
、
明

確
化
す
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
対
立
し
て
い
た
家
族
間
で
公
に
行
わ
れ
る

婚
姻
契
約
や
自
ら
の
集
団
の
た
め
の
保
証
な
ど
の
活
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集

団
間
で
の
、
そ
し
て
集
団
内
で
の
よ
り
安
定
的
な
社
会
的
結
合
を
生
み
出
す

も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ム
ー
ネ
の
代
表
者
で
あ
る
ポ
デ
ス
タ
を
介
し
て
行
わ

れ
る
平
和
契
約
で
は
、
契
約
を
強
化
す
る
た
め
に
異
な
る
方
法
が
用
い
ら
れ

る
。
一
二
三
九
年
に
取
り
結
ば
れ
た
ミ
カ
エ
ル
・
ボ
ル
ギ
と
ミ
カ
エ
ル
・
バ

リ
シ
ア
ー
こ
と
の
平
和
契
約
で
は
、
紛
争
当
事
者
は
コ
ム
ー
ネ
の
ポ
デ
ス
タ
、

ア
ル
デ
イ
ッ
キ
オ
・
マ
ラ
プ
レ
一
叢
と
コ
ム
ー
ネ
の
財
務
管
理
宮
＄
日
Φ
雫

餌
H
ご
ω
に
、
罰
金
の
た
め
の
担
保
（
金
銭
）
を
提
供
し
て
、
休
戦
を
宣
誓
し

　
　
⑨

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
ポ
デ
ス
タ
が
同
様
の
内
容
を
規
定
と
し
て
示

し
、
当
事
者
は
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
誓
約
し
て
い
る
。
複
数
い
る
保
証
人
も

連
帯
し
て
、
紛
争
当
事
者
に
よ
る
平
和
維
持
の
保
証
と
し
て
、
担
保
を
コ

ム
ー
ネ
に
提
供
す
る
こ
と
を
誓
約
し
て
い
る
。
そ
し
て
契
約
や
宵
誓
は
当
事

者
の
家
で
は
な
く
、
財
務
管
理
官
の
家
や
ポ
デ
ス
タ
の
宮
殿
な
ど
で
行
わ
れ

た
。
こ
う
し
た
ポ
デ
ス
タ
を
介
し
て
行
わ
れ
る
平
和
は
、
紛
争
当
事
者
に
と

っ
て
は
対
立
者
と
の
平
和
的
な
関
係
を
維
持
す
る
た
め
の
紛
争
解
決
で
の
効

果
的
な
道
具
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
契
約
違
反
を
抑
え
、
契
約
を
強

化
す
る
と
い
う
点
で
は
、
婚
姻
契
約
と
ポ
デ
ス
タ
へ
の
宣
誓
は
、
同
じ
意
味

を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
三
者
と
し
て
の
コ
ム
ー
ネ
を
介
し
た

平
和
契
約
の
強
化
は
、
当
事
者
問
で
行
わ
れ
た
契
約
の
強
化
と
は
異
な
る
結

果
を
も
た
ら
す
。
当
事
者
間
の
平
和
を
永
続
さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
、
コ

ム
ー
ネ
へ
の
休
戦
保
持
の
誓
い
、
コ
ム
ー
ネ
へ
の
罰
金
の
た
め
の
担
保
の
提

供
は
、
当
事
看
闘
で
の
人
的
紐
帯
の
再
編
だ
け
で
な
く
、
コ
ム
ー
ネ
へ
の
従

113 （451）



順
と
い
う
形
で
、
紛
争
当
事
者
と
コ
ム
ー
ネ
と
の
新
た
な
関
係
を
構
築
す
る
。

紛
争
当
事
考
に
と
っ
て
は
、
対
立
者
と
の
平
和
の
強
化
と
い
う
自
ら
の
目
的

の
た
め
に
コ
ム
ー
ネ
の
権
威
を
利
用
し
て
い
る
と
し
て
も
、
新
た
な
社
会
関

係
を
再
構
築
す
る
瞬
間
で
あ
る
紛
争
解
決
の
局
面
に
お
い
て
、
第
三
者
と
し

て
コ
ム
ー
ネ
を
介
す
る
こ
と
は
、
契
約
の
保
護
者
と
し
て
コ
ム
ー
ネ
を
認
め

る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
は
結
果
と
し
て
コ
ム
ー
ネ
を
正
当
な
機
関
と
し
て

認
め
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
コ
ム
ー
ネ
と
い
う
第
三
者
の
下
で
行
わ
れ
る
紛
争

解
決
と
い
う
視
点
で
、
コ
ム
ー
ネ
の
法
廷
に
再
び
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
ム

チ
ャ
レ
ッ
リ
が
研
究
、
編
纂
し
た
シ
エ
ナ
の
裁
判
記
録
か
ら
、
サ
ン
タ
・
マ

リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
ス
カ
ラ
施
療
院
（
以
下
S
M
S
と
略
記
）
と
シ
エ
ナ
の
豪

族
、
ピ
ッ
コ
ロ
ー
ミ
ニ
家
と
の
紛
争
と
そ
の
解
決
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
考

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
二
七
七
年
、
S
M
S
は
ピ
ッ
コ
ロ
ー
ミ
ニ
が
施

療
院
所
有
の
土
地
に
侵
入
し
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
施
療
院
の
労
働
者
と
修

道
士
を
暴
力
で
追
い
出
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
シ
エ
ナ
の
ポ
デ
ス
タ
の
法
廷

　
　
　
　
　
　
⑪

に
訴
え
を
起
こ
す
。
そ
の
後
、
法
廷
で
行
わ
れ
た
当
事
者
間
の
論
争
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

争
点
が
ピ
ッ
コ
ロ
ー
ミ
ニ
の
暴
力
か
ら
、
土
地
財
産
の
所
有
権
に
移
る
。
S

M
S
側
は
、
そ
の
土
地
は
三
〇
年
以
上
、
平
穏
に
、
施
療
院
が
所
有
し
て
お

り
、
そ
こ
に
い
る
農
民
は
施
療
院
の
た
め
に
働
い
て
い
る
と
主
張
す
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
ピ
ッ
コ
ロ
ー
ミ
野
栄
は
、
そ
の
土
地
は
、
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ

ッ
ヒ
ニ
世
か
ら
ピ
ッ
コ
ロ
ー
ミ
公
家
が
封
土
と
し
て
受
け
取
っ
た
カ
ス
テ
ッ

ロ
の
領
域
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
自
ら
が
そ
の
土
地
に
十
分
な
権
利
を

持
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
後
に
行
わ
れ
た
証
人
の
証
言
で
は
、
施
療

長
池
九
五
人
、
ピ
ッ
コ
ロ
ー
ミ
ニ
側
二
四
人
が
裁
判
官
の
質
問
に
対
し
て
証

言
を
行
っ
て
い
る
。
公
の
う
わ
さ
を
そ
の
主
た
る
根
拠
と
す
る
証
言
は
上
記

の
論
争
の
内
容
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
裁
判

に
お
け
る
判
決
内
容
は
、
史
料
の
不
足
の
た
め
定
か
で
は
な
い
が
、
補
足
的

な
史
料
か
ら
コ
ム
ー
ネ
の
決
定
の
概
要
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
二
八
○

年
、
カ
ピ
タ
ー
ノ
・
デ
ル
・
ポ
ポ
ロ
な
ど
都
市
の
主
要
官
職
が
集
ま
っ
た
会

議
で
、
コ
ム
ー
ネ
は
、
施
療
院
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
土
地
で
穀
物
を
収
穫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

す
る
権
利
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
S
M
S
に
与
え
ら
れ
て
い
た
権
利
は

収
穫
へ
の
権
利
だ
け
で
あ
り
、
所
有
権
は
こ
の
時
、
ピ
ッ
コ
ロ
ー
ミ
ニ
に
認

め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
二
年
後
、
ピ
ッ
コ
ロ
ー
ミ
ニ
は
施
療
院
に
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
土
地
を
寄
進
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
紛
争
は
終
結
に
向
か
っ
て

い
っ
た
。

　
こ
の
紛
争
は
、
権
利
の
主
張
の
手
段
と
し
て
の
、
事
実
上
の
権
利
の
行
使

（
S
M
S
側
）
や
暴
力
的
な
活
動
（
ピ
ッ
コ
ロ
ー
ミ
ニ
側
）
、
そ
し
て
証
言

の
根
拠
と
し
て
の
公
の
う
わ
さ
な
ど
、
当
時
の
人
々
の
心
性
や
行
動
様
式
を

考
察
す
る
上
で
、
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、

コ
ム
ー
ネ
の
司
法
の
機
能
面
に
注
目
し
て
考
察
を
進
め
よ
う
。
こ
の
紛
争
に
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中世イタリアのコムーネと司法（中谷）

お
い
て
コ
ム
ー
ネ
の
司
法
は
、
確
か
に
、
一
連
覇
紛
争
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
当

事
者
に
よ
っ
て
戦
略
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
告
訴
の
内
容
と
当
事
者
間
の

論
争
の
内
容
と
の
相
違
は
、
S
M
S
に
よ
る
法
廷
へ
の
訴
え
が
、
当
事
者
間

で
の
本
質
的
な
問
題
を
表
薗
化
し
、
第
　
一
著
の
下
で
紛
争
と
そ
の
解
決
を
行

お
う
と
す
る
戦
略
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
コ
ム
ー
ネ
が

提
示
し
た
と
さ
れ
る
S
M
S
に
収
穫
の
権
利
を
、
ピ
ッ
コ
ロ
ー
ミ
ニ
に
所
有

権
を
認
可
す
る
と
い
う
決
定
は
、
S
M
S
へ
の
土
地
の
寄
進
を
可
能
と
し
、

後
押
し
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
間
の
利
害
の
調
整
と
関
係
の
強
化
を
も

た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
対
決
と
仲
裁
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
コ
ム
ー
ネ
の
司
法

に
あ
っ
て
も
、
そ
の
紛
争
解
決
の
実
践
に
お
い
て
、
第
三
者
と
し
て
の
コ

ム
…
ネ
の
影
響
力
が
作
用
し
て
い
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
第
一

に
、
コ
ム
ー
ネ
が
提
示
す
る
仲
裁
的
な
決
定
は
、
当
事
者
間
の
平
和
と
い
う

名
目
の
下
、
コ
ム
ー
ネ
の
影
響
力
の
拡
大
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
ム
ー

ネ
は
仲
裁
案
の
中
で
、
ピ
ッ
コ
ロ
ー
ミ
ニ
と
S
M
S
に
対
し
て
、
コ
ム
ー
ネ

の
許
可
な
し
で
、
こ
の
紛
争
に
お
い
て
新
た
な
活
動
を
行
う
こ
と
を
、
罰
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

を
課
し
て
禁
止
し
て
い
る
。
ま
た
、
S
M
S
に
穀
物
の
収
穫
権
を
認
め
な
が

ら
も
、
コ
ム
ー
ネ
が
収
穫
物
を
査
定
し
、
新
た
な
紛
争
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

そ
の
土
地
を
監
視
す
る
こ
と
も
併
せ
て
決
定
し
て
い
る
。
コ
ム
ー
ネ
に
よ
る

当
事
者
へ
の
権
利
の
認
可
と
利
害
の
調
整
、
そ
し
て
当
事
者
間
の
新
た
な
関

係
の
強
化
は
、
同
時
に
当
事
者
の
側
か
ら
コ
ム
ー
ネ
を
監
督
者
と
し
て
認
め

る
と
い
う
条
件
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
ム
ー
ネ
は
、
こ
う
し
た
紛
争

当
事
者
と
の
相
互
認
可
を
通
し
て
、
自
ら
の
権
威
を
維
持
し
、
安
定
化
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
が
、
法
廷
で
の
実
践
自
体

に
含
ま
れ
て
い
る
、
コ
ム
ー
ネ
の
正
当
化
の
力
で
あ
る
。
裁
判
が
当
事
者
間

の
対
決
や
交
渉
の
論
理
に
よ
っ
て
内
的
に
動
か
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ

れ
が
コ
ム
ー
ネ
の
法
廷
で
、
訴
訟
手
続
き
に
従
っ
て
、
行
わ
れ
る
こ
と
自
体

に
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。
裁
判
に
お
い
て
、
紛
争
当
事
者
は
裁
判
官
の
前

に
現
れ
、
訴
え
を
起
こ
す
。
そ
し
て
宣
誓
を
行
い
、
保
証
人
を
提
示
し
、
自

ら
の
主
張
を
裁
判
官
に
向
か
っ
て
行
う
。
多
く
の
証
人
が
裁
判
官
の
前
に
列

を
な
し
、
そ
の
質
問
に
答
え
る
。
公
証
人
は
こ
う
し
た
活
動
を
公
的
な
も
の

と
し
て
記
録
す
る
。
こ
う
し
た
訴
訟
手
続
き
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
コ
ム
ー
ネ

の
法
廷
で
の
活
動
は
、
そ
の
利
用
の
目
的
が
ど
う
で
あ
れ
、
そ
れ
自
体
、
コ

ム
ー
ネ
の
法
廷
で
の
裁
判
の
前
提
で
あ
る
コ
ム
ー
ネ
が
裁
く
権
限
を
持
っ
た

存
在
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
意
味
を
持
つ
。
紛
争
当
事
者
で
あ
る
ピ
ッ
コ

ロ
ー
ミ
ニ
と
S
M
S
は
都
市
共
同
体
の
一
員
で
あ
り
、
＝
疋
の
正
当
性
を
認

識
し
た
上
で
、
コ
ム
ー
ネ
の
司
法
を
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
法
廷

で
の
紛
争
解
決
の
実
践
は
、
コ
ム
ー
ネ
の
公
共
機
関
と
し
て
の
権
威
を
保
ち
、

高
め
る
効
果
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
コ
ム
ー
ネ
の
司
法
は
、
交
渉
や
妥
協
と
い
っ
た
裁
判
外
で
の
自
力
救
済
的
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な
紛
争
解
決
の
論
理
の
影
響
を
受
け
、
当
事
者
主
義
的
、
仲
裁
的
な
特
徴
を

帯
び
、
裁
判
官
、
コ
ム
ー
ネ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
欠
い
た
状
態
に
あ
っ
た
。

そ
し
て
紛
争
当
事
者
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ム
ー
ネ
の
法
廷
は
、
　
連
の
紛
争

プ
ロ
セ
ス
の
中
で
戦
略
的
に
利
用
し
う
る
一
つ
の
手
段
で
し
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
司
法
で
も
こ
の
時
期
の
コ
ム
ー
ネ
に
と
っ
て
は
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
。
法
廷
で
行
わ
れ
る
紛
争
解
決
の
実
践
は
、
コ
ム
ー
ネ

を
紛
争
当
事
者
の
利
害
の
保
護
者
と
す
る
形
で
、
当
事
者
と
コ
ム
ー
ネ
と
の

新
た
な
関
係
を
作
り
上
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
コ
ム
ー
ネ
の
司

法
は
、
こ
う
し
た
当
事
者
と
の
相
互
的
な
関
係
性
の
構
築
と
い
う
、
上
か
ら

の
司
法
と
は
異
な
る
形
で
、
コ
ム
ー
ネ
の
権
力
を
正
当
化
さ
せ
、
コ
ム
ー
ネ

を
中
心
と
し
た
秩
序
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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デ
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第
二
章
　
コ
ム
ー
ネ
の
司
法
に
お
け
る
公
的
秩
序

　
＝
二
世
紀
半
ば
、
コ
ム
ー
ネ
の
司
法
に
お
い
て
、
紛
争
当
事
者
の
対
決
、

交
渉
の
場
と
い
う
受
動
的
な
特
徴
に
加
え
て
、
コ
ム
ー
ネ
の
側
か
ら
の
紛
争

へ
の
介
入
と
い
う
能
動
的
な
特
徴
が
現
れ
始
め
る
。
　
」
ご
五
八
年
の
ペ
ル
ー

ジ
ャ
の
裁
判
記
録
で
見
ら
れ
た
、
糾
問
主
義
の
訴
訟
に
お
け
る
職
権
に
よ
る

活
動
や
審
問
な
ど
、
コ
ム
ー
ネ
が
自
ら
積
極
的
に
犯
罪
を
見
つ
け
、
処
罰
す

る
活
動
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
三
世
紀
後
半
か
ら
　
四
世
紀
前
半
に
か
け
て
、

そ
の
割
合
を
拡
大
さ
せ
、
コ
ム
…
ネ
の
司
法
を
次
第
に
特
徴
付
け
る
よ
う
に

な
る
、
こ
う
し
た
司
法
の
新
た
な
野
送
の
出
現
は
、
犯
罪
の
概
念
が
被
害
者

へ
の
悪
事
か
ら
、
共
同
体
へ
の
悪
事
へ
と
拡
大
し
た
こ
と
を
そ
の
前
提
と
し

て
い
た
。
こ
の
時
期
以
降
の
各
都
市
の
都
市
条
例
で
は
、
武
器
の
携
行
や
夜

間
の
捜
索
な
ど
公
的
秩
序
に
対
す
る
犯
罪
、
つ
ま
り
刑
法
の
領
域
に
多
く
の

規
定
が
割
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
公
的
秩
序
や
刑
法
の
概
念
と
そ
れ
に
基

づ
く
司
法
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
法
制
史
的
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
は
、
こ
の
新
た
な
司
法
の
概
念
や
訴
訟
手
続
き
の
中
に
近
代
国
家
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

成
の
兆
候
や
原
動
力
を
読
み
取
る
と
い
う
視
点
で
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。

こ
の
遡
及
的
な
視
点
か
ら
の
研
究
に
対
し
て
、
以
下
で
は
、
当
時
の
政
治
的

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
、
こ
の
新
た
な
概
念
と
と
も
に
行
わ
れ
た
司
法
の
あ

り
方
と
そ
の
意
味
を
再
検
討
し
た
い
。

　
＝
二
世
紀
半
ば
以
降
、
平
和
へ
の
価
値
が
高
め
ら
れ
、
公
共
の
平
和
に
関

す
る
概
念
が
、
史
料
に
お
い
て
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
＝
一
七
九

年
の
ペ
ル
ー
ジ
ャ
の
都
市
条
例
で
は
、
序
文
に
お
い
て
、
そ
れ
が
都
市
の
守

護
聖
人
と
ロ
ー
マ
教
皇
庁
、
そ
し
て
「
ペ
ル
ー
ジ
ャ
に
い
る
全
て
の
者
、
そ

し
て
ペ
ル
ー
ジ
ャ
の
コ
ム
ー
ネ
と
民
衆
の
全
て
の
友
人
の
平
和
、
真
の
調
和
、

統
一
」
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
四
編
の

二
行
詩
節
で
は
、
「
世
界
の
調
和
で
あ
る
全
知
全
能
の
永
遠
の
神
、
あ
な
た

は
平
和
を
与
え
、
全
て
の
善
を
な
す
…
世
界
の
唯
一
の
平
和
で
あ
る
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ル
ー
ジ
ャ
の
都
市
は
あ
な
た
に
従
う
」
と
詠
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
平

和
と
調
和
は
コ
ム
ー
ネ
の
政
治
的
な
語
彙
の
中
心
に
位
置
付
け
ら
れ
、
共
同

体
全
体
が
平
和
の
状
態
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

一
二
九
三
年
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
正
義
の
規
定
○
益
貯
曽
ヨ
魯
鉱
象
○
ご
ω
串

N
貯
で
も
、
そ
の
序
文
で
、
こ
の
規
定
が
「
真
の
永
遠
の
調
和
と
統
一
、
ア

ル
テ
と
す
べ
て
の
民
衆
、
そ
し
て
コ
ム
ー
ネ
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
の
平
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
平
穏
の
状
態
が
保
持
さ
れ
拡
大
さ
れ
る
こ
と
」
に
捧
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
の
こ
う
し
た
平
和
へ
の
称
賛
や
、
公
共
の
平
和
と
い
う
概
念
は
、

近
代
に
繋
が
る
権
力
秩
序
へ
の
転
換
を
示
す
も
の
と
い
う
よ
り
、
ゾ
ル
ジ
ら

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
商
人
や
手
工
業
者
を
中
心
と
す
る
新
興
勢
力
ポ

ポ
ロ
が
、
自
ら
の
新
た
な
政
権
を
正
当
化
し
、
旧
来
の
支
配
者
層
で
あ
る
豪
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族
を
排
除
す
る
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
創
り
出
し
た
も
の
と
考
え
る

　
　
　
　
　
④

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ポ
デ
ス
タ
制
の
下
、
＝
二
世
紀
半
ば
ま
で
に
、
政
治
的
に

台
頭
し
た
ポ
ポ
ロ
は
自
ら
の
機
関
を
コ
ム
！
ネ
の
正
規
の
機
関
に
高
め
、
コ

ム
ー
ネ
を
実
質
的
に
掌
握
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
商
業
や
金
融
業
、

手
工
業
を
基
盤
と
し
て
台
頭
し
た
ポ
ポ
ロ
は
、
一
一
、
＝
一
世
紀
の
よ
う
に

自
ら
の
正
当
性
を
伯
権
力
や
貴
族
的
な
血
統
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
彼
ら
が
利
用
し
た
の
が
、
こ
の
公
共
の
平
和
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
司
法
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
新
た
な
規
範
の
練
り

上
げ
は
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ガ
ン
デ
ィ
！
ノ
ら
＝
二
世
紀
後
半
か
ら
｝
四
世
紀
初

頭
の
法
学
者
を
動
員
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
世
代
の
法
学
者
は
そ
れ
以
前
の

註
釈
学
派
法
学
者
と
は
異
な
り
、
ロ
ー
マ
法
の
伝
統
よ
り
も
新
た
な
に
作
り

上
げ
ら
れ
る
慣
習
。
o
器
¢
興
a
o
を
重
視
し
、
ポ
ポ
ロ
政
権
に
よ
る
立
法
活

動
や
新
た
な
訴
訟
手
続
き
の
導
入
を
理
論
的
に
支
え
た
。
℃
¢
巳
8
雪
白
へ
の

犯
罪
、
公
共
の
平
和
唱
p
区
陰
欝
8
蝉
、
職
権
に
よ
る
活
動
な
ど
の
概
念
は
、

こ
の
と
き
、
ポ
ポ
ロ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
巻
き
込
ま
れ
た
彼
ら
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

豪
族
の
排
除
と
現
行
の
政
権
の
安
定
化
の
た
め
に
練
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の

刑
法
の
概
念
を
用
い
た
政
治
闘
争
は
＝
二
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
に
頂

点
に
達
す
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
の
＝
一
九
三
年
の
正
義
の
規
定
を
含
め
、

こ
の
時
期
に
発
布
さ
れ
た
一
連
の
規
定
は
、
公
共
の
平
和
と
い
う
正
義
の
名

の
下
に
、
暴
力
的
な
生
活
様
式
を
持
つ
豪
族
を
罰
し
、
ポ
ポ
ロ
政
権
の
下
で

の
平
和
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ポ
ポ
ロ
の
知
識
人
で
あ
る

年
代
記
作
者
も
ま
た
、
こ
の
平
和
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
社
会
に
浸
透
さ
せ
る

上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
彼
ら
は
、
暴
力
的
な
行
動
を
と
る
豪
族
に
、

市
民
的
平
和
の
破
壊
者
と
い
う
悪
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
付
け
る
。
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
の
年
代
記
作
者
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ヴ
ィ
ッ
ラ
ー
二
は
「
嫉
妬
深
く
、
高

慢
な
都
市
住
民
が
お
り
、
彼
ら
の
間
で
多
く
の
殺
人
、
傷
害
、
侮
辱
が
行
わ

れ
て
い
る
…
特
に
、
豪
族
が
民
衆
に
対
し
暴
力
を
振
る
い
、
そ
の
財
産

を
占
有
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
の
手
工
業
者
や
商
人
な
ど
の
良
き
人
々
は
こ
の
災
い
の
対
策
を
考
え
て
い

⑥る
」
と
記
し
て
い
る
ほ
か
、
デ
ィ
ー
ノ
・
コ
ン
パ
ー
二
も
「
高
慢
な
豪
族
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

民
衆
に
対
し
て
攻
撃
し
、
多
く
の
不
正
を
働
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ポ
ポ

ロ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
に
あ
る
年
代
記
作
者
は
、
従
来
の
名
誉
意
識
と
結

び
つ
い
た
豪
族
の
傲
慢
な
態
度
や
暴
力
に
対
し
て
否
定
的
な
雷
説
を
創
り
上

げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
三
世
紀
半
ば
以
降
に
見
ら
れ
る
公
共
の
平
和

や
刑
法
の
概
念
は
、
コ
ム
ー
ネ
が
公
的
な
権
力
体
と
し
て
成
長
し
た
こ
と
を

示
す
も
の
と
い
う
よ
り
、
政
治
的
に
台
頭
し
た
新
た
な
集
団
が
政
敵
を
排
除

し
、
自
ら
の
正
当
性
を
公
的
な
枠
組
み
の
申
に
基
礎
付
け
よ
う
と
す
る
試
み

の
中
で
創
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
ゾ
ル
ジ
ら
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
、
ポ
ポ
ロ
と
豪
族
と
の
権

力
闘
争
の
中
で
導
入
さ
れ
た
公
共
の
平
和
の
概
念
は
、
単
に
、
コ
ム
ー
ネ
内
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部
の
主
導
権
争
い
の
中
で
の
問
題
以
上
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
そ
の
時
々
の
有
力
者
の
集
合
体
で
あ
る
コ
ム
ー
ネ
が
、
都
市
全
体

を
実
質
的
に
統
治
す
る
た
め
に
、
新
た
な
道
具
を
獲
得
し
た
と
い
う
点
で
あ

る
。
ポ
ポ
ロ
政
権
下
で
コ
ム
ー
ネ
が
行
っ
た
公
的
秩
序
を
前
面
に
押
し
出
し

た
政
策
は
、
暴
力
的
な
活
動
を
行
う
豪
族
だ
け
で
な
く
、
都
市
の
全
住
民
を

も
巻
き
込
む
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
ム
ー
ネ
は
、
公
共
の
平
和
の
保
護
者
で
あ

る
こ
と
を
名
匿
と
し
て
、
都
市
で
の
紛
争
と
紛
争
解
決
に
積
極
的
に
介
入
し

て
い
る
。
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ
の
公
証
人
文
書
で
は
、
ポ
デ
ス
タ
が
介
入

し
て
行
わ
れ
た
一
二
四
八
年
と
＝
～
九
四
年
の
い
く
つ
か
の
平
和
契
約
に
お

い
て
、
対
立
者
へ
の
攻
撃
だ
け
で
な
く
、
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
…
ノ
の
全
住
民

に
対
し
て
も
攻
撃
を
行
わ
な
い
よ
う
、
ポ
デ
ス
タ
は
紛
争
当
事
者
に
宣
誓
さ

　
　
　
⑧

せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
コ
ム
ー
ネ
は
当
事
者
間
の
平
和
の
保
護
者
と
し
て

以
上
に
、
都
市
全
体
の
平
和
の
保
護
者
と
し
て
自
ら
の
存
在
を
社
会
に
示
し

て
い
る
漁
ペ
ル
ー
ジ
ャ
の
一
二
七
九
年
の
都
市
条
例
で
は
、
「
ポ
デ
ス
タ
と

カ
ピ
タ
ー
ノ
は
不
和
に
あ
る
ペ
ル
ー
ジ
ャ
の
全
住
民
に
対
し
て
審
問
を
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
⑨

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、
そ
し
て
「
も
し
ポ
デ
ス
タ
と
カ
ピ
タ
ー
ノ
が

ペ
ル
ー
ジ
ャ
の
コ
ム
ー
ネ
の
平
和
な
状
態
に
対
し
て
こ
と
を
起
こ
し
て
い
る

者
を
見
つ
け
た
な
ら
…
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
彼
ら
を
拷
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
コ

ム
ー
ネ
が
平
和
の
破
壊
者
を
罰
し
、
不
和
に
あ
る
者
に
審
問
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
顕
示
さ
れ
て
い
る
。
コ
ム
ー
ネ
を
都
市
共
同
体

の
平
和
の
保
護
者
と
す
る
こ
う
し
た
動
き
は
、
実
際
の
裁
判
に
お
い
て
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
＝
一
六
〇
年
か
ら
一
二
七
四
年
に
か
け
て
、
ペ
ル
ー
ジ

ャ
の
ポ
デ
ス
タ
の
法
廷
と
カ
ピ
タ
ー
ノ
・
デ
ル
・
ポ
ポ
ロ
の
法
廷
で
記
さ
れ

た
裁
判
記
録
で
は
、
有
罪
判
決
の
対
象
と
し
て
、
窃
盗
な
ど
の
当
事
者
問
で

の
犯
罪
以
上
に
、
武
器
の
携
行
や
夜
間
の
俳
徊
な
ど
の
公
的
秩
序
を
脅
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

種
類
の
犯
罪
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
（
六
〇
1
七
〇
％
）
。
公
共
の

平
和
へ
の
侵
害
を
コ
ム
ー
ネ
へ
の
侵
害
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
、
コ
ム
ー
ネ

が
公
共
機
関
と
し
て
そ
の
法
廷
で
有
罪
判
決
を
量
産
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
豪
族
を
も
含
め
た
市
民
へ
の
有
罪
判
決
の
宣

告
が
意
味
す
る
の
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
、
コ
ム
ー
ネ
が
都
市
共
同
体
を

統
治
す
る
権
力
体
で
あ
る
こ
と
を
人
々
に
強
く
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
ポ
ポ
ロ
政
権
下
で
の
反
豪
族
闘
争
の
中
で
生
み
出
さ
れ

た
公
共
の
平
和
へ
の
犯
罪
と
い
う
概
念
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
司
法
は
、
統
治

を
安
定
化
し
よ
う
と
す
る
コ
ム
ー
ネ
に
有
効
な
道
具
を
提
供
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
公
的
秩
序
の
概
念
の
導
入
は
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら

れ
て
き
た
よ
う
に
、
コ
ム
ー
ネ
を
近
代
的
な
国
家
権
力
へ
と
発
展
さ
せ
る
も

の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
こ
の
刑
法
の
概
念
と
と
も

に
行
わ
れ
た
コ
ム
ー
ネ
の
司
法
の
実
態
を
考
察
し
つ
つ
、
検
討
し
て
み
よ
う
。
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一
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
コ
ム
ー
ネ

の
法
廷
（
ポ
デ
ス
タ
の
法
廷
や
カ
ピ
タ
ー
ノ
・
デ
ル
・
ポ
ポ
ロ
の
法
廷
な

ど
）
で
反
豪
族
立
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
裁
判
で
は
、
豪
族
の
度
重
な
る

出
廷
拒
否
に
対
し
て
、
裁
判
富
は
出
廷
拒
否
を
理
由
と
し
た
有
罪
判
決
（
追

放
）
を
彼
ら
に
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
有
罪
判
決
は
、
必
ず
し

も
豪
族
を
罰
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
彼
ら
と
新
た
な
関
係
を
結
ぶ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

め
に
出
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ポ
ポ
ロ
の
コ
ム
ー
ネ
は
有
罪
判
決
に
続

い
て
、
豪
族
に
恩
赦
を
与
え
、
刑
罰
を
免
除
し
、
さ
ら
に
コ
ム
ー
ネ
へ
の
再

入
会
を
認
め
て
い
る
。
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ヴ
ィ
ッ
ラ
ー
二
は
一
三
二
四
年
の

再
入
会
に
つ
い
て
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
一
〇
の
豪
族
、
コ
ン
タ
ー
ド
の
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
豪
族
が
ポ
ポ
ロ
に
帰
属
し
た
」
と
し
、
；
一
四
三
年
に
関
し
て
は
「
よ
く

生
き
よ
う
と
す
る
豪
族
が
ポ
ポ
ロ
に
二
つ
の
請
願
を
行
っ
た
。
一
つ
は
犯
罪

を
行
っ
た
豪
族
に
刑
罰
を
与
え
る
正
義
の
規
定
の
修
正
を
求
め
た
も
の
で
、

も
う
一
つ
は
、
あ
ま
り
暴
力
的
で
は
な
い
豪
族
が
ポ
ポ
ロ
へ
の
帰
属
を
求
め

　
　
　
　
　
　
⑭

た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
伝
え
て
い
る
。
ポ
ポ
ロ
の
コ
ム
ー
ネ
が
、
有
罪
判
決

と
そ
の
恩
赦
、
再
入
会
の
認
可
と
い
う
一
連
の
活
動
を
通
し
て
行
っ
て
い
る

の
は
、
自
ら
が
優
位
に
立
っ
た
政
治
的
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
刑
法

に
基
づ
い
て
生
産
し
た
有
罪
判
決
は
、
豪
族
に
対
し
て
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
力
を
ポ
ポ
ロ
政
権
に
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
豪
族
が
ポ
ポ
ロ
政
権

か
ら
恩
赦
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
コ
ム
ー
ネ
に
再
入
会
を
認
め
ら
れ

る
こ
と
は
、
同
時
に
、
新
た
な
政
権
を
正
当
な
存
在
と
し
て
認
め
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
様
の
状
況
は
一
般
市
民
に
対
す
る
裁
判
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
＝
二
世
紀
後
半
（
＝
　
六
〇
年
か
ら
＝
モ
四
年
）

の
べ
ル
ー
ジ
ャ
の
ポ
デ
ス
タ
の
法
廷
で
は
、
公
的
秩
序
の
規
定
に
基
づ
い
た

有
罪
判
決
が
多
く
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
半
数
近
く
（
⊥
登
○
件
中
三

〇
三
件
）
が
出
廷
拒
否
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
一
二
七
四
年
に
は
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

罰
の
免
除
や
減
免
が
七
〇
件
（
二
四
七
件
中
）
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

お
い
て
も
、
出
廷
拒
否
へ
の
コ
ム
ー
ネ
に
よ
る
膚
罪
判
決
と
、
刑
罰
の
赦
免

は
、
司
法
の
制
度
的
な
未
熟
さ
の
反
映
と
い
う
よ
り
、
コ
ム
ー
ネ
の
正
当
性

を
確
立
す
る
た
め
の
自
ら
が
優
位
に
立
っ
た
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
正
当
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
、
有
罪

判
決
の
量
産
を
可
能
と
す
る
公
的
秩
序
の
概
念
は
、
紛
争
に
介
入
し
、
当
事

者
と
の
間
で
相
互
的
な
関
係
を
構
築
す
る
手
段
と
し
て
、
そ
の
意
味
を
持
つ

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
公
的
秩
序
の
概
念
と
と
も
に
行
わ
れ
た
一

三
世
紀
後
半
の
コ
ム
ー
ネ
の
司
法
は
、
社
会
を
一
方
的
に
上
か
ら
統
制
す
る

と
い
っ
た
種
類
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
当
事
者
と
の
交
渉
、

相
互
認
可
を
通
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
司
法
の
あ
り
方
は
、
コ
ム
ー
ネ
が
ヴ
ェ
ン
デ
ッ
タ
（
報
復
）
や

私
的
な
平
和
な
ど
、
当
事
者
間
で
の
私
的
な
秩
序
維
持
の
実
践
を
認
可
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

そ
れ
ら
を
補
完
的
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
高
橋
や
ゾ
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中世イタリアのコムーーネと司法（中谷）

ル
ジ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
コ
ム
ー
ネ
は
反
豪
族
立
法
や
都
市
条
例
に

お
い
て
ヴ
ェ
ン
デ
ッ
タ
を
完
金
に
は
禁
止
し
て
い
な
臆
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

一一

齡
ｪ
一
年
七
月
の
規
定
で
は
、
抗
争
状
態
に
あ
る
金
て
の
住
民
に
対
し
て
、

担
保
の
提
出
を
義
務
付
け
て
い
る
が
、
「
被
っ
た
以
上
の
攻
撃
や
傷
害
を
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

え
て
い
な
い
者
は
担
保
が
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
扁
と
し
て
い
る
。
｝
三
二

五
年
の
ポ
デ
ス
タ
の
条
例
で
も
、
加
害
者
以
外
の
親
族
へ
の
ヴ
ェ
ン
デ
ッ
タ

　
　
⑲

の
禁
止
、
被
害
者
と
そ
の
第
四
親
等
ま
で
の
親
族
以
外
の
者
に
よ
る
ヴ
ェ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

デ
ッ
タ
の
禁
止
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
規
定
は
ヴ
ェ
ン
デ
ッ
タ
を

完
全
に
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
規
則
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

　
⑳

あ
る
。
ヴ
ェ
ン
デ
ッ
タ
は
こ
の
時
期
、
ポ
ポ
ロ
を
含
め
た
金
住
民
の
中
で
一

般
化
し
て
い
た
実
践
で
あ
り
、
一
般
的
な
戦
闘
ぴ
①
謹
白
や
戦
争
α
Q
信
玉
垂
と

は
区
別
さ
れ
、
傷
つ
け
ら
れ
た
名
誉
の
均
衡
を
回
復
す
る
た
め
の
正
当
な
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

践
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
交
渉
を
前
提
と
し
て
、
仲

間
や
親
族
の
協
議
に
よ
っ
て
念
入
り
に
練
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

コ
ム
ー
ネ
は
ヴ
ェ
ン
デ
ッ
タ
の
自
力
救
済
的
な
紛
争
解
決
の
有
効
性
を
認
識

し
、
そ
れ
を
認
可
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
同
等
の
暴
力

の
規
則
や
、
ヴ
ェ
ン
デ
ッ
タ
に
加
わ
る
者
の
範
囲
の
制
限
に
よ
っ
て
、
ヴ
ェ

ン
デ
ッ
タ
を
規
則
化
し
、
そ
れ
が
コ
ム
ー
ネ
の
秩
序
を
危
険
に
さ
ら
す
よ
う

な
よ
り
大
き
な
戦
闘
へ
と
転
換
す
る
こ
と
を
防
止
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
コ

ム
ー
ネ
に
よ
る
私
的
な
秩
序
維
持
の
機
能
の
認
可
と
規
則
化
は
、
コ
ム
ー
ネ

が
法
廷
で
の
裁
判
に
よ
る
解
決
だ
け
で
な
く
、
私
的
な
平
和
や
宗
教
的
な
平

和
を
も
認
可
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
一
二
六
〇
年
の
ペ
ル
ー

ジ
ャ
で
は
、
鞭
打
ち
苦
行
団
閃
賦
σ
q
①
一
一
磐
3
に
よ
る
宗
教
的
な
平
和
の
運
動

に
際
し
て
、
コ
ム
ー
ネ
は
規
定
を
発
布
し
て
、
こ
の
運
動
を
促
進
し
、
永
続

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
コ
ム
ー
ネ
議
会
で
は
、
平
和
運
動
の
期
間
内
に
行

わ
れ
た
平
和
に
コ
ム
ー
ネ
の
公
的
な
認
可
を
与
え
る
こ
と
、
ポ
デ
ス
タ
を
こ

の
平
和
に
介
入
さ
せ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
宗
教
的
な
平

和
、
私
的
な
平
和
へ
の
コ
ム
ー
ネ
の
介
入
は
、
当
事
者
間
の
平
和
を
コ
ム
ー

ネ
の
制
度
的
な
枠
の
中
に
組
み
込
み
、
そ
れ
ら
を
公
的
な
平
和
へ
と
転
化
す

る
こ
と
で
、
コ
ム
ー
ネ
を
中
心
と
し
た
秩
序
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
公
的
秩
序
の
概
念
を
導
入
し
た
、
コ
ム
ー
ネ
の
司

法
と
は
、
決
し
て
コ
ム
ー
ネ
に
よ
る
上
か
ら
の
厳
格
な
社
会
統
制
、
公
的
な

司
法
に
よ
る
紛
争
解
決
の
領
域
の
独
占
を
欝
指
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
社
会
的
紐
帯
に
基
づ
く
当
事
者
閤
で
の
紛
争
解
決
の
実
践
を
認
可
す
る

と
同
時
に
、
そ
れ
ら
を
規
則
化
し
、
自
ら
の
う
ち
に
取
り
込
む
形
で
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
社
会
と
の
相
互
的
な
関
係
の
中
で
行
わ
れ

き
た
、
こ
れ
ま
で
の
司
法
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
一
三
世
紀
の
司
法
の
あ
り
方
か
ら
考
え
ら
れ
る
、
コ
ム
ー
ネ
に

よ
る
司
法
を
通
し
た
正
当
化
、
コ
ム
ー
ネ
を
中
心
と
し
た
秩
序
の
構
築
と
は
、

上
か
ら
の
司
法
を
通
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
て
き
た
、
コ
ム
ー
ネ
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を
社
会
か
ら
分
離
し
た
権
力
体
と
す
る
国
家
的
な
権
力
秩
序
へ
の
発
展
と
は

異
な
る
。
社
会
と
の
網
互
作
用
を
基
に
成
り
立
つ
司
法
は
、
コ
ム
ー
ネ
の
公

権
力
が
血
縁
や
党
派
、
バ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
な
ど
の
社
会
的
諸
力
を
排
除
す
る
形

で
拡
大
し
、
社
会
の
全
領
域
を
覆
い
つ
く
し
て
形
成
さ
れ
る
一
元
的
な
秩
序

を
生
み
出
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
時
期
の
司
法
を
通
し
て
も
た
ら
さ
れ
る

秩
序
と
は
、
コ
ム
ー
ネ
が
社
会
の
諸
力
を
も
自
ら
の
統
治
の
論
理
の
中
に
組

み
込
む
形
で
作
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
社
会
に
根
付
い
た
権

力
体
と
し
て
の
コ
ム
ー
ネ
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
る
複
合
的
な
権
力
秩
序

で
あ
る
。
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中世イタリアのコムーネと司法（中谷）

⑳
　
ラ
ン
シ
ン
グ
は
こ
の
規
定
を
ヴ
ェ
ン
デ
ッ
タ
の
搾
制
と
見
て
い
る
が
、
ゾ
ル
ジ

　
の
考
察
の
よ
う
に
ヴ
ェ
ン
デ
ッ
タ
の
規
則
化
と
し
て
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
一
三
世
紀
の
北
中
部
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
、
コ
ム
ー
ネ
の
司

法
の
あ
り
方
を
コ
ム
ー
ネ
の
正
当
化
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
検
討
し

た
。
一
三
世
紀
の
コ
ム
ー
ネ
の
司
法
は
裁
判
外
の
紛
争
解
決
の
論
理
が
入
り

込
み
、
当
事
者
主
義
的
で
仲
裁
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
。
国
家
的
な
上
か

ら
の
強
い
司
法
を
社
会
秩
序
の
公
準
と
す
る
研
究
者
は
、
こ
う
し
た
司
法
を

未
熟
な
も
の
と
し
、
こ
の
時
期
の
コ
ム
ー
ネ
を
弱
い
権
力
体
と
見
な
し
て
き

た
。
他
方
、
法
人
類
学
の
影
響
を
受
け
、
裁
判
外
で
の
自
力
救
済
的
な
秩
序

維
持
の
有
効
性
を
認
識
し
た
近
年
の
研
究
者
は
、
こ
の
下
か
ら
の
実
践
の
論

理
を
帯
び
た
司
法
を
、
当
時
の
社
会
の
中
で
人
々
に
利
用
さ
れ
る
上
で
最
適

な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
紛
争
解
決
の
一
つ
の
場
と
し
て
の
司
法
の
役
割

を
強
調
す
る
。
こ
う
し
た
研
究
は
、
い
ず
れ
も
コ
ム
ー
ネ
の
司
法
が
有
し
て

い
た
コ
ム
ー
ネ
の
正
当
化
の
機
能
を
過
小
評
価
す
る
傾
向
に
あ
る
。
。
第
一

章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
コ
ム
ー
ネ
の
司
法
は
当
事
者
間
で
の
交
渉
と
妥
協

を
中
心
に
形
作
ら
れ
て
い
た
が
、
同
時
に
、
法
廷
で
の
実
践
は
コ
ム
ー
ネ
の

規
則
に
従
っ
て
行
わ
れ
、
コ
ム
ー
ネ
が
当
事
者
間
で
の
新
た
な
関
係
を
仲
裁

的
な
決
定
で
導
き
、
そ
れ
を
認
可
し
、
保
護
す
る
と
い
う
、
コ
ム
ー
ネ
の
側

か
ら
の
作
用
も
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
紛
争
当
事
者
の
要
望

を
受
け
て
行
わ
れ
る
こ
う
し
た
コ
ム
ー
ネ
に
よ
る
保
証
の
活
動
は
、
当
事
者

の
側
か
ら
コ
ム
ー
ネ
を
自
ら
の
保
護
者
と
し
て
認
可
す
る
と
い
う
意
味
を
持

つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ム
！
ネ
と
当
事
者
と

の
相
互
的
な
関
係
性
の
構
築
こ
そ
が
、
コ
ム
ー
ネ
が
社
会
の
中
で
確
固
た
る

権
力
体
と
し
て
安
定
化
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
公
的
秩
序
や
刑
法
の
概
念
と
と
も
に
行
わ
れ
た
一
三
世
紀
後
半
の
司
法
に

関
し
て
は
、
下
か
ら
の
紛
争
解
決
の
論
理
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
司
法

に
、
上
か
ら
の
統
制
の
論
理
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
こ
こ
に
近
代

国
家
形
成
の
指
標
と
、
コ
ム
ー
ネ
が
国
家
的
な
権
力
体
へ
と
発
展
す
る
原
動

力
が
読
み
取
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
第
二
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
こ
う

し
た
研
究
は
、
同
時
代
的
な
司
法
の
意
昧
を
正
し
く
把
握
で
き
て
い
な
い
。

一
三
世
紀
半
ば
よ
り
頻
繁
に
史
料
に
現
れ
る
公
共
の
平
和
や
鷺
重
連
ヨ
の

概
念
は
、
ポ
ポ
ロ
と
豪
族
と
の
政
治
闘
争
の
中
で
新
た
な
政
権
が
自
ら
を
正
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当
化
す
る
た
め
に
練
り
上
げ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
決
し

て
コ
ム
ー
ネ
が
近
代
国
家
の
よ
う
な
統
治
体
へ
と
転
換
し
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
司
法
の
実
践
の
局
面
か
ら
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

刑
法
の
概
念
は
、
有
罪
判
決
に
よ
っ
て
｝
方
的
に
紛
争
当
事
者
を
罰
す
る
こ

と
で
社
会
を
統
制
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
紛
争
に
介
入
し
、

有
罪
判
決
と
そ
の
恩
赦
に
よ
っ
て
彼
ら
と
相
互
認
可
を
行
う
た
め
に
、
道
具

と
し
て
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ェ
ン
デ
ッ
タ
や
私
的
な

平
和
な
ど
の
社
会
的
実
践
に
繁
し
て
、
コ
ム
ー
ネ
は
、
そ
れ
ら
を
禁
止
す
る

の
で
は
な
く
、
認
可
し
た
上
で
規
則
化
し
、
自
ら
の
統
治
の
論
理
の
中
に
取

り
込
む
政
策
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
刑
法
の
概
念
と
と
も
に
行
わ

れ
た
こ
の
時
期
の
司
法
は
、
そ
れ
以
前
と
同
様
に
、
統
治
者
の
上
か
ら
の
論

理
と
、
紛
争
当
事
者
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
下
か
ら
の
論
理
と
が

組
み
合
わ
さ
っ
て
形
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
司
法

が
生
み
出
し
て
い
た
も
の
は
、
上
か
ら
の
司
法
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と

想
定
さ
れ
て
き
た
、
社
会
の
諸
力
を
排
除
す
る
形
で
形
成
さ
れ
る
中
央
集
権

的
な
権
力
秩
序
で
は
な
く
、
多
様
な
可
罰
を
コ
ム
ー
ネ
の
制
度
的
枠
組
み
の

中
に
含
み
込
ん
で
形
成
さ
れ
る
複
合
的
な
権
力
秩
序
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
＝
二
世
紀
の
司
法
の
形
態
、
コ
ム
ー
ネ
の
社
会
に
対
す

る
正
当
化
の
あ
り
方
は
、
都
市
の
権
力
が
一
握
り
の
家
族
や
人
物
に
集
中
す

る
寡
頭
制
と
そ
の
後
の
シ
ニ
ョ
リ
ー
ア
制
へ
移
行
す
る
一
四
世
紀
後
半
か
ら

一
五
世
紀
の
過
程
で
、
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、

こ
れ
ま
で
の
コ
ム
ー
ネ
と
社
会
と
の
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
基
礎

と
し
た
司
法
に
代
わ
り
、
強
大
な
権
力
に
よ
る
直
接
的
で
抑
圧
的
な
社
会
統

制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
変
化
を
明
確
に
示
し
て

い
る
の
が
、
法
廷
へ
の
告
発
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
ブ
イ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
～
三

世
紀
か
ら
～
四
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
法
廷
へ
の
告
発
は
都
市
の
末
端
組
織

で
あ
る
小
教
区
の
集
会
で
選
出
さ
れ
た
カ
ッ
ペ
ッ
ラ
ー
こ
と
呼
ば
れ
る
入
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
よ
っ
て
主
に
行
わ
れ
て
い
た
。
コ
ム
ー
ネ
は
地
域
共
同
体
に
根
ざ
し
た
人

間
に
承
認
を
与
え
、
彼
ら
の
秩
序
維
持
の
実
践
を
認
可
し
、
彼
ら
と
の
間
で

相
互
認
可
を
行
う
こ
と
で
、
自
ら
を
中
心
と
す
る
秩
序
を
構
築
、
維
持
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
一
四
世
紀
半
ば
以
降
、
こ
の
カ
ッ
ペ
ッ
ラ
ー
こ
の
数
が
減

少
し
、
司
法
長
官
直
属
の
警
備
兵
げ
Φ
議
。
く
δ
嵩
の
数
が
増
加
す
る
。
こ
れ
は

コ
ム
ー
ネ
の
司
法
の
あ
り
方
が
地
域
社
会
と
の
関
係
を
通
し
て
行
わ
れ
て
き

た
従
来
の
も
の
か
ら
、
直
接
的
で
一
方
的
に
個
人
を
監
視
す
る
よ
う
な
形
態

へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
チ
ョ
ン
ピ
～
揆
後
の
＝
工
七

八
年
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
ポ
デ
ス
タ
な
ど
外
国
人
長
窪
の
司
法
機
関
に

代
わ
り
、
都
市
の
治
安
維
持
を
担
う
こ
と
と
な
る
、
オ
ッ
ト
・
デ
イ
・
グ
ア

ル
デ
ィ
ア
は
、
多
く
の
警
備
兵
を
利
用
し
て
、
取
入
と
地
域
社
会
を
直
接
的

に
上
か
ら
監
視
、
統
制
し
よ
う
と
す
る
機
関
で
あ
っ
た
。

　
申
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
見
ら
れ
る
、
こ
う
し
た
司
法
と
権
力
構
造
の
変
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容
に
関
す
る
具
体
的
な
考
察
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
最
後
に
本
稿

で
の
議
論
を
踏
ま
え
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
変
容
を
検
討
す
る
際

に
、
当
時
の
司
法
の
あ
り
方
の
中
に
、
下
か
ら
の
紛
争
解
決
の
原
理
と
上
か

ら
の
秩
序
維
持
の
原
理
と
を
二
項
対
立
の
図
式
の
中
で
探
し
求
め
、
単
純
に

前
者
か
ら
後
者
へ
の
移
行
に
、
中
世
の
不
安
定
な
統
治
シ
ス
テ
ム
か
ら
よ
り

安
定
的
な
近
代
国
家
の
秩
序
へ
の
発
展
を
読
み
取
る
こ
と
の
危
険
性
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
見
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権
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血cluding由e　relat圭onship　between　Khitai　and　Song　dynas£y　in　970，　were　aH溢tiated

due　to　Khitai，　seelcing　a　successor　for　Shi　Jing－tang　of　the　Later　Jin．

3）Compa血g　the　relationsh重ps　in崩e　treaty　of　Chan－yuan　and　that　between　Khitai

and　the　Later　Jin，　one　sees　that　they　are　sirnilar　in　most　respects．

4）　Shi　Jing－tang　succeeded　to　the　throne　as　the　successor　of　Li　Si－Yuan　not　only　in

domestic　terms　but　also　in　terms　of　external　relations，　and　therefore　the　relationship

between　Khitai　and　the　Later　Jin　was　linked　to　the　relationship　between　Khitai　and

later　Tang，　and　also　to　Li　Jin．

　　As　the　result　of　this　analysis，　it　can　be　said　that　the　treaty　of　Chan－yuan　was　a

reincarnation　of　the　relationship　between　1〈IStai　and　the　Later　Jin　（Shi　Jing－tang），　and

that　its　source　can　be　found　in　the　treaty　of　Yun－zhong　concluded　between　Ye－lu　A－

bao－ji　and　Li　Ke－yong，　narnely　Khitai　and　the　Shatuo．　Funhermore，　the　idea　that　the

treaty　of　Chan－yuian　was　a　rarity　or　anomalous　in　terms　of　the　relationship　between　a

Chinese　empire　and　its　neighbor　must　be　revised．　1　concluded　that　from　the　viewpoint

of　centra玉Eurasian　history，　because　both臨tai　and　the　Sha綴。　were　s呈tuated　on　the

imge　of　the　Uighur　empire　and　started　to　develop　after　its　coliapse，　the　treaty　of

Chan－yuan　marks　the　end　of　a　historical　trend　foNowing　the　collapse　of　the　Uighur

empife．

Giustizia　nel　corr1une　deil’ltalia　medievale：　Conflitti　e　risoluzioni　giudiziarie

by

NAKAYA　So

　　Nel　Duecento　in　ogni　centro　cittadino　dell’ltalia　centro－settentrionale　la　giustizia　dei

comuni　avevano　un　ruolo　ben　preciso　per　quanto　riguarda　il　mantenimento　deR’ordme

e　la　risoluzione　deHe　（五spu亡e．　Tradiziona㎞ente，9荏storici　de1〔㎞亡to　hanno　dato

grande　rdievo　al　concetto　di　ordine　pubblico　e　aka　procedura　penale　e　hanno　colto

se｛抑remo函toh　de丑。　Stato　moδemo副’血terno虚tale㎞ovatlvo　s廿le　di　sistema

giudiziario．　D’altro　canto，　neglj　ultimi　anni　i　ricercatori，　che　hanno　come　oggetto　dei

loro　studi　le　dispute　e　la　risoluzione　di　esse，　hanno　osservato　il　sistema　giudiziario　del

tempo　trarnite　il　punto　di　vista　delle　part3　in£eressate　nege　dispute，　usando　i　metodi

dell’antropologia　giuridica．　ln　questa　interpretazione　la　giustizia　dei　comune，　nello

svolgersi　delle　dispute　fra　le　pani　in　causa，　e　stata　cosSi　i　terpretata　come　luogo　di

scontro　e　negoziato　fra　｝e　parti．

　　Nel　mio　｝avoro　ho　esaminato　il　sistema　giuridiziario　dei　comuni　neR’ltalia　medievale
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in　un　contesto　di　crescita　degli　stessi　a　livello　potitico　e　non　secondo　i　punti　di　vista　fino

ad　oggi　dominanti，　che　li　hanno　considerati　come　traccia　iniziale　dello　Stato　moderno　o

come　una　parte　deile　strategte　che　avvenivano　neilo　svolgersi　delle　dispute　fra　le

parti．　Ho　evidenziato　che　nel　Duecento　il　comune，　che　era　solo　collettivith　del　ceto

dirigente，　ricon’eva　insistentemente　a　miSure　giuridiche　per　esercitare　la　sua

influenza　sull’intera　cittb　e　govemava　di　fatto　la　societ”a，　autolegittimandosi．　ln

particolare，　ho　dato　rilievo　ai　potere　riorganizzativo　dell’ordine　esistente　nelia　pratica

della　risoluzione　dei　con£litti　giuridici　del　tempo　e　ho　cos”i　osservato　la　relazione　fra　il

potere　politico　e　la　giustizia．

　　Nel　primo　capitolo　ho　esamir｝ato　1’aspetto　della　giustizia　fino　a　rnetb　del　Duecento．

In　quel　tempo　la　corte　comunale　non　era　｝uogo　di　giudizio　emesso　dal　giudice，　ma

veniva　utikzzata　dake　parti　contendenti　in　quanto　luogo　di　negoziato　e　arbitrato．　Tale

carattere　della　giustizia　rispecchiava　la　societSa　neila　quale　le　azioni　reciproche　delle

parti　al　di　fuoS　del　processo　giuridico　avevano　effetti　anche　nel　sistema　del

mantenirnento　dell’ordine　attraverso　negozjati　e　trattative．　Tuttavia，　anche　se　nega

corte　comunale　tale　logica　al　di　fuori　del　processo　giuridico　favoriva　la　risoluzione　delle

dispute，　questa　costituisce　un　momento　importante　di　riorganizzazione　delie　re｝azioni

tra　ie　parti　interessate　e　il　comune；　pertanto　la　pratica　della　risoluzione　delle　dispute

aveva　un　grande　sigrxificato　per　la　legittimazione　clel　comune．　ln　seguito　aga　pratica

della　risoluzione　giuridica　della　disputa，　il　comune　po£eva　diventare　ll　tutore　deka　parte

interessate　e　deEa　societh　｝ocale　attraverso　1’approvazione　reciproca．

　　Nel　secondo　capitolo　ho　esarninato　la　giustizia　criminale　a　partire　dalla　seconda　metb

del　Duecen£o　Pr血a　di£utto，　nego　i　pensiero　che　considerava護concetto　di　pace

pubblica　come　il　segno　deila　nascita　del　Stato　moderno，　osservando　attentamente　che

questo　concetto　era　inventato　dal　“popolo”　per　escludere　i　magnati　nel　corso　deUa　lotta

po五dca．　Perb　questa　9iustizia　Ci　fomiva　un　nuovo　mezzo　per　la　legit伽az三〇ne　non　solo

del　nuovo　ceto　（lirigente，　ma　anche　dei　comune　come　organo　che　govemava　la　societb

cittadina．　Tuttavia　ll　comune，　pur　utilizzando　questo　nuovo　di　concetto　di　giustizia，　la

gestiva　in　base　alla　logtca　esistente　del　mantenimento　deil’ordine　attraverso

i’approvazione　reciproca．　Quindi，　if　comune　non　era　autorith　che　governava　daK’alto　la

societ’a　come　lo　Stato　modemo　ma　era　una　fomia　di　potere　radicata　nella　societSa．

　　Come　detto　fin　qui，　per　il　comune，　che　tentava　di　govemare　di　fatto　｝a　societb

cittadina　nel　Duecento，　la　giustizia　aveva　la　funzione　di　rtorganizzare　1’ordme　esistente

in　un　assetto　che　vedeva　il　comune　fulcro　deila　societb．　Anche　la　giustizia　meodevale

che　si　svolgeva　attraverso　1’approvazione　reciproca　tra　comune　e　societb，

riconoscendo　la　pratica　sociale　esistente　della　risoluzione　del　conflitto，　pur　non

ponendo　ll　comune　autorith　super　partes　come　avviene　nello　Stato　modemo，　lo

promuove　comunque　al　centro　della　societb．
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